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「第 2回スマート物流 EXPO 2023」に出展 

タイヤや異形物を直接ピック＆プットできるフォークリフト式 ACR *1  

「HAIPICK
ハ イ ピ ッ ク

 A3-L」を国内初披露 

〜マルチケース対応の ACR「HAIPICK A42T」と合わせたデモンストレーションを実施〜 
 

株式会社 HAI ROBOTICS JAPAN（本社：埼玉県入間郡、代表取締役：劉 竑
リュウ コウ

、以下「HRJ」）は、2023

年 1 月 25〜27 日に東京ビッグサイトで開催される「第 2回 スマート物流 EXPO 2023」に出展します。 

同ブースでは ACR（*1 Autonomous Case-handling Robot：自動ケースハンドリングロボット）「HAIPICK 

A3-L」を国内で初披露するとともに、「HAIPICK A42T」と多機能ワークステーション「HAIPORT
ハ イ ポ ー ト

」を連携し

た、デモンストレーションを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HRJ は、ACR のリーディングカンパニー、HAI ROBOTICS Co. Ltd.の日本法人として設立され、ACR シ

ステムの導入から運用・支援までのワンストップ提供を通じ、物流および製造業界の自動化・DX の推進を

目指し、日本国内に特化した事業活動を行っています。日本の倉庫や工場の棚上部の空間を活用すると

いった、限られた倉庫スペースを有効活用するソリューションを提供し、2022年 12月末までに 7件、計 100

台以上の ACR を受注しています。 

左より） 「HAIPICK A3-L」、「HAIPICK A42T」 

 

HAIPICK A3-L動画 https://www.youtube.com/watch?v=Y7ddKIO-jnk 

https://www.youtube.com/watch?v=Y7ddKIO-jnk
https://www.youtube.com/watch?v=Y7ddKIO-jnk


 

 

 2 

今回出展する「HAIPICK A3-L」は、タイヤ、トレイ、リール品など様々な形状の商材のピック＆プットに対

応するフォークリフト型の ACRです。防塵、帯電防止、クリーンルーム（クラス 10000）等のシーンに利用可

能で、エネルギーや自動車産業、半導体製造などの工場や倉庫にも適します。また、「HAIPICK A42T」は、

マスト昇降式*2ACRで、最大 10m（要カスタマイズ）までのラックからケース・ピッキングと保管に対応します。

3D ビジュアル認識機能により、プラスチック製トートだけでなく、段ボール製カートンのピックアップも可能

です。フォーク幅の自動調整が可能で、1 機種で異なるサイズのケースに対応できます。伸縮昇降式で区

画を跨ぐ防火シャッター下を通過する際に高さを調整して区画横断が可能です。 

*１ ACR とは、Autonomous Case-handling Robot の略、自動ケースハンドリングロボットの意 

*2 マスト昇降式とは、マスト（支柱）を伸縮させて昇降させる方式 
 

【第 2回スマート物流 EXPO 開催概要】 

日時： 2023 年 1月 25 日（水）～27 日（金） 10：00～17：00 

会場： 東京ビッグサイト（東京国際展示場）  

 東京都江東区有明 3-11-1 

入場料： 招待券をお持ちでない方は 5,000 円（消費税込）  

 事前登録証持参者は無料 *事前登録はこちらから 

 

 

 

 

▷ HAI ROBOTICS JAPAN 出展内容 

ブースにおいて下記のデモンストレーションを随時行います。 

1) HAIPICK ACR システム 「HAIPICK A3-L」  

HAI ROBOTICS が開発した国内初披露となる新世代のフォークリフト型 ACR。タイヤ、トレイ、リール品

など材質や高さの異なる商材に合わせて調整可能。ケースの最大可運搬重量は 50kg、ピッキングの

高さ 360〜4160mmに対応。 

 

2) HAIPICK ACR システム 「HAIPICK A42T」  

HAI ROBOTICS が独自に研究・開発したマスト昇

降式の ACR。3D 視覚認識機能とフォーク幅自動

調整機能を備え、プラスチック製トートや段ボール

製カートンの両方がピッキング可能。フォーク幅が

自動調整可能（L/W/H = 300〜600/300〜400/150

〜330mm 範囲内）で、1 機種で異なるサイズのケ

ースに対応できる。伸縮により防火区画を跨ぐ移

動が可能で、ケースの最大可運搬重量は 30kg、ピッキングの高さ 350〜6000mm に対応。 

 

HAIPICK ACR システムは、弊社主力製品で、グローバルで総計 500 件以上の導入実績があります。 

HRJ ブース番号   

「第 2 回スマート物流 EXPO」 西 4 ホール ブース 69-22  

 

フォーク幅自動調整機能付の HAIPICK A42T 

https://entry.reedexpo.co.jp/expo/NWJ/?lg=jp&tp=inv&ec=SLE
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3) HAIPORTワークステーション 

自動積卸装置（HAIPORT）、コンベア、可視化ボード、プットウォール、PTL システムで構成され、

HAIPICK シリーズのロボットと連動して、ロボットからケースの積卸、運搬の自動化を実現。 6 ケース

（カスタマイズで最大 8 ケース）を 3 秒でロードし、5 秒でアンロードすることができ、より高い入出庫効

率を実現します。モジュール設計により、柔軟で迅速に移設、増設が可能です。 

 

HAI ROBOTICS Co. Ltd.について  

HAI ROBOTICS Co. Ltd.は、2016 年に中国深圳市で設立された、ACR システムのパイオニアです。工

場、物流倉庫などの事業者にロボット技術と AI アルゴリズムにより、効率的でスマート、柔軟でカスタマイ

ズされた倉庫オートメーションソリューションを提供しています。設立以来、グローバルなニーズを取り込

み、 自社開発した包括的な ACR システムの提供を通して急成長し、2021 年 12 月に発表された胡潤研

究院の「ユニコーン・ランキング・リスト」にもランクインしています。 2022 年、中国本社においては、

Panasonic 中国蘇州自動倉庫、また、韓国では、YKK 原材料自動倉庫より ACR を受注しています。  

  

株式会社 HAI ROBOTICS JAPAN について  

HAI ROBOTICS Co. Ltd.の日本法人として 2021 年に設立された HRJ は、ACR システムの導入から運

用・支援までのワンストップ提供を通じ、物流および製造業界の自動化・DX の推進を目指し、日本国内に

特化した事業活動を行っています。本社内に HRJ テクニカルセンター*3を併設し、デモンストレーションな

らびに各種シミュレーションを行なっています。  
*3 HRJ テクニカルセンターはリニューアル中で、2023年 3月に規模を拡大し、最新のロボットとソリューションを展示し、公開

予定です。 

  

代表取締役: 劉 竑（リュウ コウ）  

所在地：    埼玉県入間郡三芳町竹間沢東 4-6   

事業内容：  

・ 各 種 LA(Logistics Automation) 、 FA(Factory Aut Reliable publisher with nearly 100 years of 

historyomation)自動運搬機のトータルソリューションの提案  

・自動搬送車（ACR、AGV などを含む）及び各種周辺設備の開発、販売  

設立：    2021年 8月 25 日  

資本金：    7,735 万円  

URL：    https://www.hairobotics.com/jp  

 

 

 

 

https://www.hairobotics.com/jp

	3) HAIPORTワークステーション

